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丸の内ストリートパーク



低不安群と高不安群で好む滞在場所が異なる

暑熱環境下では熱的快適性が高いほど長く滞在する

恒常的な傾向と市民の特性によって異なる傾向の扱い方 「多様性」評価の必要性＋平均値での議論の限界



ブレインストーミング型会
議は，会議中の被験者の心
理状態や会議に対するすべ
ての評価項目において
SkyLab会議の方が評価が高
かった

屋外会議前24時間の心拍変動（NN25ユーザー平
均）と主観的な会議中の集中度（集中度ユーザー平
均）

会議前24時間のリラックス度
が高いユーザーでは, 屋外空間
利用時に生理的及び主観的な
集中度が高くなる.

ブレインストーミング型会議では屋外空間利用の優位性が示されたが，一方で，会議前24時間
の生活（睡眠，リラックス状況）が適切であるほど，屋外空間利用時のリラックス効果，集中
度向上が得られることが示唆された。

「空間⇔まち」の関係だけ
でなく，日常生活まで一体
で考える必要性



熱環境の改善⇒滞在増 などの明確な方向性
市民の特性や場所の特性によって異なる傾向の扱い方
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